
伊豆ファン倶楽部事業について

令和6年2月7日

静岡県三島市
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第4回ひょうごスマートシティ推進検討会 資料

デジタル田園都市国家構想推進交付金「デジタル実装タイプ」TYPE3採択事業
三島市・熱海市・函南町による広域連携事業



【伊豆半島を構成する市町】
三島市、熱海市、函南町、沼津市、伊豆の国市、
伊豆市、伊東市、東伊豆町、河津町、下田市、
南伊豆町、松崎町、西伊豆町

魅力いっぱいの伊豆

伊豆は、7市6町で構成された海や山など自然が豊富で、
地域全体がジオパークとなった魅力ポテンシャルの高い地域
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三島市・熱海市・函南町エリア

三島市

函南町
熱海市

箱根山
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取組背景と事業の目的

伊豆全域を巻き込んだ広域の取組みを見据え、今年度は伊豆の玄関口である三島市・
熱海市・函南町からスタートし、伊豆ファン拡大、観光振興、産業活性化を目指します

取組の背景 本事業の目的

1. 伊豆エリアの各事業者ごとに保有している顧客や

データを、伊豆全域での観光振興やの
か観光客獲得に資する戦略的な施
策の検討が必要

2. マイナンバーカードやデータ連携基盤などを活用して、

伊豆エリア全域でのデータマネジメ
ントの実現方法の検討が必要

✓ 域外から観光で訪れる交流人口を地域を支える
関係人口へと拡大

✓ 地域住民のシビックプライドの醸成

伊豆ファ
ンの創出

✓ 「関係人口」から出資を行う「オーナー人口」へ昇
華

✓ 伊豆エリアの新たな商材・サービスへ域外からの投
資の呼び込み

✓ 伊豆エリアでの事業開発/起業機会の作り出し

産業の
活性化

✓ 地域の魅力を広く情報発信
✓ 新たな地域の観光資源の発掘

観光の
振興
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事業運営体制
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66伊豆ファン倶楽部

様々な知見を持つアクセラレーターチーム

全国の地方創生に先駆的に活躍されている方をアクセラレーター（事業の立ち上げをサポー
トする組織や人）として事業全体の戦略企画・立案を行う。

No 所属 氏名 専門分野

1 umari Capital 代表取締役社長 古田 秘馬 地方創生

2 加和太建設株式会社 代表取締役社長 河田 亮一 まちづくり

3 Villege Inc. 代表 橋村 和徳 キャンプ事業

4 Team Lab 椎谷 ハレオ 地方創生

5 アテナソリューション 代表取締役 立石 裕明 中小企業診断士

6 国際社会問題研究所 理事長 藤沢 久美 金融関係

7 武蔵野大学 教授 佐藤 大吾 WEB3.0関係

8 NPO法人グリーンバード 前代表 横尾 俊成 社会起業家

9 デジタル庁 デジタル統括官 村上 敬亮 デジ田豆エリア担当
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77伊豆ファン倶楽部

ポイント
お得な情報

伊豆ファン俱楽部は、加盟店相互の共助による誘客強化の仕組みです。
また、収集する顧客の行動履歴等を基に次の戦略を立案し、商業振興を
目指すための取組みです

（データ連携基盤）

入会

アプリダウンロード
初期ポイント

伊豆ファン倶楽部会員
プレミアム会員

伊豆ファン加盟店
プレミアム施設

消費

ポイントメリット
お得な情報

行動履歴
マーケティングデータ

エリア戦略

トークン
名物

Point

スマホアプリ

ポイント

投資 ¥

伊豆ファン
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伊豆ファン倶楽部サービスの流れ

伊豆ファンの創出、観光の振興、産業の活性化を目指します。

ステップ1 ステップ2

ステップ4 ステップ3
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伊豆ファンにとっての、伊豆ファン倶楽部の魅力・できること

魅力その2．

伊豆旅に取り入れたい、

伊豆の玄関口*エリアの

お得な情報が入手できる

魅力その3．

伊豆のプレミアムな商品に

先行投資/予約できる

魅力その1． 貯まったポイントで

魅力的なサービスを体験できる

お店で

移動で

旅ナカで
ポイントが貯まる

限定メニュー、
ドリンク一杯無料など

お得なサービスが
受けられるお店の情報など

トークン保有で、
商品の優待購入・
イベント参加権など

アプリ
ダウンロード

会員登録・

利用は無料
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加盟店のレジ横や、タクシー車内にある、
伊豆ファン俱楽部の二次元バーコードを読取り

１

「ポイント更新」を選択

２
4

加盟店で、お店の方へ

「伊豆ファン俱楽部ポイントと特典を交換したい」とお
伝えし、二次元バーコードを読取り

２

３

4

お店でポイントGET

+100pt

３

ポイント付与

ポイント利用

ポイントの付与・利用のイメージ

※アプリ画面はイメージです

1pt

15pt

-5pt

10pt
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伊豆ファン倶楽部加盟店進捗状況

【開拓進捗】

評価基準：「高」「中」「低」「再」の四段階で事業者を部類

【事業者開拓セグメントと傾向】

高：次回掲載情報のヒアリング

中：持ち帰り

低：PR、データ共に響かない／行政がやることに抵抗あり

再：オーナー不在、本社系

高 中 低 再 訪問数

三島 32 11 10 21 72

熱海 28 10 5 7 50

函南 19 0 3 6 29

合計 79 21 18 34 151

• 声がけに対して、約半数が前向きに回答（加盟の方向で検討）

• 三島、熱海、函南でバランスよく加盟店が散らばるように開拓した

• 初期段階では、デジタルツールに慣れている、比較的若手の店舗、SNS等で話題を集め、集客がある程度見込
める店舗を中心に開拓した

• 結果的に、老舗よりも新規参入の店舗が多くなっている

• 今後は、多店舗展開の本社系の事業者や老舗の店舗などに徐々に拡大していく

※加盟店シール
イメージ
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会員メニューの開発
ポイント付与とポイント利用のシチュエーション例

ポイント付与例 ポイント利用例

●まちに眠るQR探し旅

まち歩き（QR探し）をしながら目的地まで行こう！

●お店チェックイン

加盟店に設置しているQRを読み取る

●体験を行うとポイント付与

酪農体験や農業参加でポイント獲得！

●イベント参加でポイント付与

〇〇フェスタなど地域イベント参加で

ポイントを付与する

※移動過密領域改善を目的

●1ドリンク、小鉢交換！

●大将が振るう裏メニューが食べれる権利と交換！

●廃棄されていたものを活用

あら汁やスープサービス：五鉄（熱海）

マグロのなかおちサービス：こばやし（熱海）

まかない小鉢：風土（三島）

熱海市民ランチ：おさかな食堂（熱海）

自家製ハーブシロップドリンク：音鳴（三島）

一般的なクーポンブックの様な特典

●裏側見学

楽寿園や三島大社など普段は入る
ことができない場所の見学特典

●シェフの試作料理が食べれる権利と交換！

施策イタリアン：パステリア地中海（三島）

創作海鮮一品：創作居酒屋REN（熱海）

一風変わった面白い利用案も開発中

今年度、まずは
ここからスタート
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加盟事業者の類型

地区別の事業者のニーズ

三島市

（まちの状況）

• 観光にはもともとそれほど力を
入れてこなかったエリア

• まちづくり活動グループはいくつ
かあったが、バラバラで活動

（加盟事業者のニーズ）

1. これを機に、ただ観光の経由
地としてしか使われていなかっ
た三島に人を呼び込みたい」

2. これを機に、若い人たちともつ
ながって活動したい」

3. 継続的な取り組みができるよ
うな新しい街のプラットフォー
ムが欲しい

熱海市

（まちの状況）

• インバウンド対策など、地域が
まとまった取り組み必要

• データを活用したマーケティン
グの可能性を検討

（加盟事業者のニーズ）

1. しっかりデータを分析してマー
ケティングを行いたい

2. これを機に、今後のビジネス展
開のあり方を考えたい

3. 他の店舗と繋がる一つのツー
ルとして活用したい

函南町

（まちの状況）

• 集客施設はあるが、他地
域や域内での連携不可

• 観光への取り組みが活発
ではなかった

（加盟事業者のニーズ）

1. ターゲットを明確にして集
客したい

2. 広域で連携して観光客を
相互送客したい

3. これを機に、別荘族やその
他広域からの観光客を呼
び込む施策を考えたい
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伊豆ファン倶楽部が想定している4つのターゲット・仮説
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伊豆ファン倶楽部アプリで伊豆を楽しんでください

会員登録、利用は無料です！

2月15日からサービス開始

オフィシャルサイトをご覧ください
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静岡県三島市 16

【問合せ】
三島市企画戦略部デジタル戦略課
〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47
電話 055-971-4322 FAX 055-975-9590
E-mail： jyouhou@city.mishima.shizuoka.jp


